あるじ すえ ものつくり 

いたよう に、 主の 陶器 師へ 声をかけた。 

あいかわらず かんのんさま 

r 不相 変、 観音様へ 参詣す る 人が 多い よう だね。」 

「左様で ございます。」 

すえ もの つ くリ 

陶器 師は、 仕事に 気 を とられて いたせい か、 少し 迷 

惑そう に、 こう 答えた。 が、 これ は 眼の 小さい、 鼻の 

上 を 向いた、 どこか ひょうきんな 所の ある 老人で、 顔 

ようす みじん 

つきに も容 子に も、 悪気ら しい もの は、 微塵 もない。 

あさ かたびら な 

着て いるの は、 麻の 擔子 であろう。 それに 萎えた 

もみえ ぼし とばそう じょう 

揉 烏帽子 を かけた のが、 この頃 評判の 高い 鳥 羽 僧正の 

絵巻の 中の 人物 を 見る ようで ある。 

「私 も 一 つ、 ^参で もして 見よう か。 こう、 うだつ が 



上らな くち や、 やりきれない。」 

ごじょ-つ だん 

「御 冗談で。」 

さず 

「なに、 これで 善い 運が 授かる となれば、 私 だって、 

信心 をす るよ。 日参 をした つて、 参籠 をした つて、 そ 

うと すれば、 安い もの だからね。 つまり、 神仏 を 相手 

に、 一 商売 をす るよう な もの さ。」 

うわちょうし 

青 侍 は、 年 相応な 上調子な もの 言い をして、 下唇 を 

舐めながら、 きょろきょろ、 仕事場の 中 を 見廻した。 

—— 竹 藪 を 後 にして 建てた、 藁葺きの あばら 家 だから、 

中 は 鼻が つかえる ほど 狭い。 が、 簾の 外の 往来が、 目 

まぐ るし く 動く のに 引換えて、 ここで は、 甕で も 瓶 子 



「左様で ございます。 気 だてと 云い、 顔と 云い、 手前 

の 欲目で は、 まず どこへ 出しても、 恥し くないと 思い 

ましたが な。」 

「惜しい 事に、 昔 さね。」 

青 侍 は、 色の さめた 藍の 水 干の 袖口 を、 ちょいと ひつ 

ぱ りながら、 こんな 事 を 云う。 翁 は、 笑声 を 鼻から 抜 

うしろ 

いて、 また ゆっくり 話しつ づけた。 後の 竹 藪で は、 

しき リ うぐいす 

頻に鶯 が啼 いている。 

さんしちにち 

「それが、 三七日の 間、 お籠り をして、 今日が 満願と 

よ おど-つ まい 

云う 夜に、 ふと 夢を見ました。 何でも、 同じ 御堂に 詣っ 

ていた 連中の 中に、 背む しの 坊主が 一人いて、 そいつ 



いくら 耳を澄ましても、 わかり ませぬ。 その 時、 何 気 

じょ うやとう 

なく、 ひょいと 向う を 見る と、 常夜燈 のぼん やりした 

明りで、 観音様の 御顔が 見えました。 日頃 拝み なれた、 

たんごん みみよう 

端厳 微妙の 御顔で ございま すが、 それ を 見る と、 不思 

議に もまた 耳 もとで、 『その 男の 云う 事 を 聞く がよ い。』 

と、 誰 だか 云うよう な 気がした そうで ございます。 そ 

おつげ いちず 

こで、 娘 は それ を 観音様の 御告 だと、 一 図に 思い こん 

でしまい ましたげ な。」 

「はてね。」 

「さて、 夜が ふけてから、 御寺 を 出て、 だらだら 下り 

じょ-つ うしろ 

の坂路 を、 五条へ くだろう とします と、 案の定 後 か 



ら、 男が 一人 抱きつきました。 丁度、 春 さきの 暖ぃ晚 

で ございま したが、 生憎の 暗で、 相手の 男の 顔 も 見え 

なければ、 着て いる 物な ど は、 猶の事 わかり ませぬ。 

ただ、 ふり 離そうと する 拍子に、 手が 向う の 口髭に さ 

まんがん 

わりました。 いやはや、 とんだ 時が、 満願の 夜に 当つ 

たもので ございます。 

「その上、 相手 は、 名 を 訊かれても、 名 を 申し ませぬ- 

所 を 訊かれても、 所 を 申し ませぬ。 ただ、 云う 事 を 聞 

けと 云う ばかりで、 坂 下の 路を 北へ 北へ、 抱きす くめ 

たま ま、 引きずる ようにして、 つれて 行きます。 泣 こ 

うに も、 喚こう にも、 まるで 人通りの ない 時分な の だ 



「冗談 云つ ちゃい けない。」 

青 侍 は、 思い出し たように、 頤の ひげ を 抜き 抜き、 

こう 云った。 

「それで、 もうお しまい かい。」 

「それだけなら、 何も わざわざ お話し 申す が もの は ご 

おきな つぼ 

ざい ませぬ。」 翁 は、 やはり 壺 をい じりながら、 「夜が 

すくせ 

あける と、 その 男が、 こうなる の も 大方 宿世の 縁 だろ 

みよ-つと 

うから、 とてもの 事に 夫婦に なって くれと 申した そう 

でございます。」 

「成程。」 

「夢の 御告げ でもないなら ともかく、 娘 は、 観音様の 



も、 こうなる と、 さすがに 心細くな るので ございましよ 

う。 そこで、 心 晴らしに、 何気なく 塔の 奥へ 行って 見 

おろか 

ると、 どうで ございましよう。 綾 や 絹 は 愚な 事、 珠玉 

さきん かねめ かわ ご 

とか 砂金と か 云う 金目の 物が、 皮 E に 幾つ ともなく、 

並べ て あると 云う じ や ございませ ぬか。 これに は ああ 

とむ ね 

云う 気丈な 娘で も、 思わず 肚胸を つ いたそう で ござい 

ま ^ 

「物に もより ますが、 こんな 財物 を 持って いるから は ■ 

うたがい ひ はぎ ものと 

もう 疑 は ございませぬ。 引剝 でなければ、 物 盗りで 

ございます。 そう 思う と、 今まで はた だ、 さびし 

いだけ だった のが、 急に、 怖 いのも 手伝って、 何だか 



片時 もこう して は、 いられな いような 気になり ました- 

ほうめん 

何 さま、 悪く 放免の 手に でも かかろう ものなら、 どん 

な 目に 遭う かも 知れ ませぬ。 

「そこで、 逃げ場 を さがす 気で、 急いで 戸口の 方へ 引 

かわ ご うしろ 

返そうと 致します と、 誰 だか、 皮 E の 後から、 しわが 

れた 声で 呼びと めました。 何しろ、 人 はいない とば か 

り 思って いた 所で ございま すから、 驚いた の 驚かない 

なまこ 

のじ や ございませぬ。 見る と、 人間と も 海鼠と もっか 

まる 

ないような ものが、 砂金の 袋 を 積んだ 中に、 円くな つ 

て、 坐って 居ります。 —— これが 目く されの、 皺 だら 

あまほうし 

けの、 腰の まがった、 背の 低い、 六十ば かりの 尼法師 



で ございました。 しかも 娘の 思惑 を 知って か 知らない 

ひざ 

でか、 膝で 前への り 出しながら、 見かけに よらない 

猫撫 声で、 初対面の 挨拶 をす るので ございます。 

「こっち は、 それ 所の 騒ぎで はない ので ございま すが、 

何しろ 逃げようと 云う 巧み をけ どられ などして は 大変 

だと 思った ので、 しぶしぶ 皮 E の 上に 肘 を つ きながら 

心に もない 世間話 を はじめました。 どうも 話の 容 子で 

は、 この 婆さんが、 今まで あの 男の 炊 女 か 何 かつと め 

ていたら しいので ございます。 が、 男の 商売の 事に な 

ると、 妙に 一 口 も 話し ませぬ。 それさえ、 娘の 方で は、 

あま 

気になる のに、 その 尼が また、 少し 耳が遠いと 来て い 



人の けはい は ございませぬ。 —— 

「ここで そのまま、 逃げ出して しまえば、 何事 もなか つ 

たので，) /ざ いますが、 ふと 今朝 貰 つ た 綾と 絹と の 事 を 

思い出し たので、 それ を 取りに、 また そっと 皮 E の 所 

まで 帰って 参りました。 すると、 どうした 拍子 か、 砂 

金の 袋に けつまず いて、 思わず 手が 婆さんの 膝に さ 

わった から、 たまり ませぬ。 尼の 奴め 驚いて 眼 を さま 

すと、 暫く はた だ、 あっけに とられて、 いたよう で ご 

ざいます が、 急に 気ち がいの ようになって、 娘の 足に 

かじりつきました。 そうして、 半分 泣き声で、 早口に 

ことば 

何 かしゃ ベリ 立てます。 切れ切れに、 語が 耳へ はい 



を 見い、 あれ を 見い と、 罵り 合う 声が 聞え ます。 何し 

ろ、 後 暗 い 体です から、 娘 はまた、 胸 を 痛めました。 

ものと 

あの 物 盗りが 仕返しし にで も 来た もの か、 さもな けれ 

ば、 検非違使の 追手が かかりで もした もの か、 II そ 

かゆ すす 

う 思う ともう、 おちおち、 粥 を 啜つ て も 居られ ませぬ。」 

「成程。」 

すきま 

「そこで、 戸の 隙間から、 そっと 外 を 鞭いて 見る と、 

見物の 男女の 中 を、 放免が 五六 人、 それに 看督 長が 一 

人つ いて、 物々 しげに 通りました。 それから その 連中 

にか こまれて、 網に かかった 男が 一人、 所々 裂けた 水 

干 を 着て 烏帽子 も かぶらず、 曳 かれて 参ります。 どう 



すみか じつろく 

も 物 盗り を 捕えて、 これから その 住家へ、 実録 をし に 

行く 所ら し いので，、， J ざ いますな。 

「しかも、 その物 盗りと 云う のが、 昨夜、 五条の 坂で 

云いよ つた、 あの 男 だ そうじゃ ございませ ぬか。 娘 は 

それ を 見る と、 何故か、 涙が こみ上げて 来たそう で ご 

ざいます。 これ は、 当人が、 手前に 話しました —— 何 

も、 その 男に 惚れて いたの、 どうしたのと 云う 訳 じ や 

ない。 が、 その 網目 をう けた 姿 を 見たら、 急に 自分で 

自分が いじらしく なって、 思わず 泣いて しまったと、 

まあこう 云う ので ございま すがな。 まことに その 話 を 

聞いた 時には、 手前 も つくづくそう 思い ましたよ —— 」 



その 中 を、 風だった 竹 藪の 音が、 かすかながら そこ こ 

こから 聞え て 来る。 往来の 人通り も、 暫く は とだえた 

らしい。 

「人 を 殺した つて、 物 盗りの 女房に なった つて、 する 

気で したんで なければ 仕方がな いやね。」 

おきな 

青 侍 は、 扇 を 帯へ さしながら、 立 上った。 翁 も、 も 

ぅ提の 水で、 泥に まみれた 手 を 洗って いる II 二人 

とも、 どうやら、 暮れて ゆく 春の 日と、 相手の 心 もち 

とに、 物足りない 何もの か を、 感じて でもい るよう な 

ようす 

容子 である。 

「とにかく、 その 女 は 仕 合せ 者 だよ。」 



「御 冗談で。」 

「まったく さ。 お爺さん も、 そう 思う だろう。」 

「手前で ございま すか。 手前なら、 そう 云う 運 はまつ 

ぴら でございますな。」 

さず 

「へええ、 そうかね。 私なら、 二つ返事で、 授けて 頂 

くが ね。」 

「じ や 観音様 を、 御 信心なさい まし。」 

あ す こもり 

「そうそう、 明日から 私 も、 お 籠で もしょうよ。」 

(大正 五 年 十二月) 
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